


2. 調査場所 

 
 図 1 に HDB-1～HDB-11 の調査位置を、表 1 に HDB-1～HDB-11 各孔の孔口座標およ

び掘削深度を示す。 

 
図 1 HDB-1～11 の調査位置 

国土地理院発行 5 万分の 1 地形図「稚咲内」「豊富」「上猿払」「雄信内」「敏音知」「天塩」を使用 
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表 1 HDB-1～11 の孔口座標（GRS80） 

孔名 X[m] Y[m] 孔口標高[m] 掘削深度[m] 
HDB-1 4987758.417  568102.258  69.102  720 
HDB-2 4983002.942  572478.747  42.529  720 
HDB-3 4988229.855  567524.238  58.192  520 
HDB-4 4989381.787  568904.225  63.610  520 
HDB-5 4988811.806  569278.059  78.768  520 
HDB-6 4988219.987  567786.853  60.212  620 
HDB-7 4988583.098  566485.228  43.752  520 
HDB-8 4988873.700  568450.835  70.051  470 
HDB-9 4989973.229  566932.893  97.188  520 

HDB-10 4989878.519  570382.397  50.829  550 
HDB-11 4987289.755  568463.270  66.848  1020 
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3. データ項目 

 
 本データ集でとりまとめた調査・試験データ一覧を表 2 に示す。 
 

表 2 調査試験データ一覧 

 
岩
芯
記
載 

コ
ア
写
真 

比
抵
抗
型
孔
壁
画
像
検
層 

超
音
波
型
孔
壁
画
像
検
層 

力
学
試
験 

物
理
試
験 

HDB-1 ○ ○ ○  ○ ○ 
HDB-2 ○ ○ ○  ○ ○ 
HDB-3 ○ ○ ○  ○ ○ 
HDB-4 ○ ○ ○  ○ ○ 
HDB-5 ○ ○ ○  ○ ○ 
HDB-6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
HDB-7 ○ ○ ○  ○ ○ 
HDB-8 ○ ○ ○  ○ ○ 
HDB-9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
HDB-10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
HDB-11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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4. 試験・調査内容 

 
 本項では、HDB-1～11 のボーリング調査結果のち、本データ集で取りまとめた調査・試

験手法について記載する。 
 
4.1. 岩芯記載 

岩芯記載は岩盤等級、割れ目の性状、岩盤の硬さ、割れ目の層理面との関係について、

表 3～6 に示す基準によって実施した。また、図 2 に記載結果例を示す。 
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表 3 岩盤等級 

岩盤等級 

本調査における岩盤等級の判定は，主にハンマーによる打診音を基準とし

た。 

A 
極めて新鮮なもので造岩鉱物及び粒子は風化，変質を受けていない。

亀裂，節理はよく密着し，それらの面に沿って風化の跡はみられな

いもの。ハンマーによって打診すれば澄んだ音を出す。 

B 
岩質堅硬で開口した（たとえ 1mm でも）亀裂あるいは節理はなく，

よく密着している。ただし，造岩鉱物及び粒子は部分的に多少風化，

変質がみられる。ハンマーによって打診すれば澄んだ音を出す。 

CH 

造岩鉱物及び粒子は石英を除けば風化作用を受けてはいるが，岩質

は比較的堅硬である。 
一般に褐鉄鉱などに汚染せられ，節理あるいは亀裂の間の粘着力は

わずかに減少しており，ハンマーの強打によって割れ目に沿って岩

塊が剥脱し，剥脱面には粘着質物質の薄層が残留することがある。

ハンマーによって打診すれば少し濁った音をだす。 

CM 

造岩鉱物及び粒子は石英を除けば風化作用を受けて多少軟化してお

り，岩質も多少軟らかくなっている。 
節理あるいは亀裂の間の粘着力は多少減少しており，ハンマーの普

通程度の打撃によって，割れ目に沿って岩塊が剥脱し，剥脱面には

粘土質物質の層が残留することがある。ハンマーによって打診すれ

ば多少濁った音をだす。 

CL 

造岩鉱物及び粒子は風化作用を受けて軟質化しており，岩質も軟ら

かくなっている。 
節理あるいは亀裂の間の粘着力は減少しており，ハンマーの軽打に

よって割れ目に沿って岩塊が剥脱し，剥脱面には粘土質物質が残留

する。ハンマーによって打診すれば濁った音を出す。 

D 

岩石鉱物及び粒子は風化作用を受けて著しく軟化しており，岩質も

軟らかい。節理あるいは亀裂の間の粘着力はほとんどなく，ハンマ

ーによってわずかな打撃を与えるだけで崩れ落ちる。剥脱面には粘

土質物質が残留する。ハンマーによって打診すれば著しく濁った音

を出す。 
 

表 4 割れ目の性状 
S 剪断割れ目，鏡肌，条線，ステップ，断層岩を伴う。 
T 引張り割れ目，羽毛状構造を伴う。 
U 不明 
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表 5 岩盤の硬さ 

岩石の硬さは，以下の 4 段階で記載 
H1（①） 指先で容易に崩すことができる。 

H2（②） 
刃物で容易に削ることができる。爪で傷つけることができ

る。 
H3（③） 刃物で傷つけることができる。 
H4（④） 刃物では傷がつかない。 

 
表 6 割れ目の層理面との関係 

Pr 層理面と平行な割れ目。層理面との交差角が約 10°以下。 

Pp 
層理面と高角に交わる割れ目。層理面との交角差が約 10°以
上。 

U 層理面との関係が不明な割れ目。 
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図 2 岩芯記載図 
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4.2. 比抵抗型孔壁画像検層 

4.2.1. 測定方法 

比抵抗型孔壁画像検層は， EMI (エレクトリカル・マイクロ・イメージング)とも呼ばれ、

パッドに埋め込んだ小さなボタン電極を孔壁に押し当てることにより地層の導電率（比抵

抗値の逆数）を測定し，その値を画像処理して出力する。 
 

4.2.2. 結果記載方法 

 (1) 不連続境界面読み取り 
坑井が，主に以下 A～D に示す地質学的不連続境界面を貫く場合に孔壁展開図には孔井

を横切る不連続境界面が比抵抗値の差異としてサインカーブ状に表現される（図 3）。 
 
A：地層境界 
B：亀裂 
C：薄層の挟み 
D：破砕帯，断層等 
 
読み取りは EMI 坑壁展開図上の不連続境界面にサインカーブをマッチングさせ，最も適

合したサインカーブの深度，方位，傾斜を読み取る。読み取りの方位基準は真北である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
(2)  縦亀裂の読み取り 
孔井軸に沿う縦亀裂や鍵裂き（ギザギザ状）状の孔内亀裂は孔軸と角度を持つ不連続境界

面（開口性亀裂）と複雑に関係しながら孔軸方向に発達するため，孔壁展開図上の連続し

ていると思われる縦亀裂を目視によりサンプリングした。 
 

図 3 不連続境界面と展開図の概念 
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（3） 解析手法 
 (a) 不連続境界面の表示 
前述の手法により測定区間において読み取った不連続境界面（亀裂）は出力ログ上のタッ

ドポールで表現される。タッドポールは不連続境界面の深度・方位・傾斜を “おたまじゃく

し” 状の記号で表すものである。（図 4）。 
 
（タッドポールの例） 
右図のタッドポールは次の 
内容を表す。 
 
不連続面の深度： 351m 
不連続面の傾斜： 40° 
不連続面の方位 
（不連続面の落ちる方位）： 80°                              タッドポール図 
 

HDB-3～HDB-11 については，読み取られた 
不連続面を以下のタイプに区分した。 

① タイプＡ 
以下の不連続面をタイプ A として抽出した。 
 

 開口性割れ目 
 低比抵抗物質が充填された割れ目 
 おおむね層厚 10cm 以下の低比抵抗帯 

 
 上記条件を満たす低比抵抗不連続面をタイプ A とする。検層図中のタッド

ポールは緑色で表される。 
 なお，HDB-11 については，タイプ A の不連続面を，読取りの明瞭さで，

ランク 1：明瞭（赤色），ランク 2：やや不明瞭（緑色），ランク 3：不明瞭（青

色）に区分した。 
 

② タイプ B 
以下の不連続面をタイプ B として抽出した。 
 

 地層、岩質の境界面 
 高比抵抗の薄層 
 破砕帯や孔径拡大個所の境界 

図 4 タッドポール図 
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タイプ B の不連続面は割れ目等を伴わない比抵抗値の変化境界部を示すグ

ループである。ダットポールは黄色で表される。 
 
その他，読み取られた不連続境界面を統計的に見るために以下の項目で表示した。 

 
① ポーラ・プロット (HDB-1～11) 

不連続面のステレオ投影図 
 

② ローズ・プロット (HDB-1～11) 
深度区間別，方位 10°ごとの不連続面発生方位ヒストグラム。 
 

③ 孔径変化図 (HDB-1～2) 
6 枚のパット番号による孔径変化図（例，C14：パット 1 と相対するパット 4 の孔径 

検層結果を赤線表示，C25：パット 2 と相対するパット 5 の孔径検層結果を緑線表示，C36：
パット 3 と相対するパット 6 の組み合わせによる孔径検層結果を青線表示）。同時にビット

径 6-1/4“を黒点線で表示。 
 
④ 頻度分布 (HDB-3～11) 

深度毎の不連続面数。 
 
 図 5、表 7 にデータ記載例を示す。 
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図 5 EMI 検層結果図 

 
 

表 7 EMI 亀裂読み取り一覧表 
No. 深度（m） 方位（°） 傾斜（°） タイプ 

1 56.05 73.4 44.6 A 

2 56.18 68.6 42.1 A 

… … … … … 

313 513.82 202.9 28.4 B 
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4.3. 超音波型孔壁画像検層 

4.3.1. 測定原理 

超音波型孔壁画像検層としてボアホールテレビュアー（BHTV）を適用した。ボアホー

ルテレビュアーは，流体で満たされた孔井の孔壁を音波で走査することにより，孔壁の状

態を映像として表す。 
 

4.3.2. 結果記載方法 

測定されたボアホールテレビュアーのデータ（孔壁からの反射波）は，反射強度（ア

ンプリチュード値）と反射波到達時間（トラベルタイム）に分けられる。 
反射強度は反射波の強弱を示すので孔壁に亀裂などがあり照射波が吸収されると弱

い値を示し，孔壁が硬質で亀裂がなければ強い値を示す。反射波到達時間はゾンデから

孔壁までの距離に変換される。アンプリチュード値およびトラベルタイムを色調の変化

に置き換え連続的に表示することにより，孔壁の状況を知ることができる。 
孔壁と交差するフラクチャーはボアホールテレビュアーの展開図上ではサインカー

ブとなることから，フラクチャーの読み取りは，展開図上でサインカーブを合致させる

方法で行った（図 6）。 
 

 

 
Az ：フラクチャー方位 (Azimuth) 
D ：深度 (Depth) 
h ：フラクチャーの高さ (Height) 
d ：孔径 

Dip ：フラクチャーの傾斜角 Dip = tan–1(h/d) 
 

図 6 孔壁展開図におけるフラクチャー 
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ボアホールテレビュアー（BHTV）検層結果に記載されている項目については次のと

おりである。 
アンプリチュード・ログ 
アンプリチュード値と色調の対応を示す孔壁展開図（ログ・スケール）。 
アンプリチュード値は反射波のアンプリチュード（0～10V）を 4,096 分割して表し

たもので反射の強弱を示す。色調が暖色系ほど，反射波が大きい。 
キャリパー・ログ 
孔径と色調の対応を示す孔壁展開図（リニアー・スケール）。 
暖色系の色調ほど，孔径（反射到達時間）は大きい。色調が黒色の箇所は音波が反射

する際減衰また吸収され，反射波のアンプリチュード値がしきい値より小さい箇所を示

す。 
フラクチャー投影ログ 
孔壁展開図より肉眼で検知（サインカーブで表せるもののみ）できるフラクチャーの

みについて読み取った。 
 
読み取ったフラクチャーはその明瞭度により 3 つのランク（1：明瞭  ，2：やや

明瞭  ，3：不明瞭  ）に分類した。 
また，肉眼で検出された縦亀裂及びブレークアウトは，それぞれ紫色の線  と水色

の領域  とで示した。 
 
アロープロット・ログ 
アロープロットは，深度（縦軸）に対するフラクチャーの傾斜方位と傾斜角度（横軸）

を示す（図 7）。EMI 検層でのタッドポールプロットと同じものである。 
 

 
 

図 7 アロープロットとその方位 
 

- 14 -

JAEA-Data/Code 2015-021



なお，深度 XXX.Xm と記しているものは，GL-XXX.Xm を表わすものである。 
フラクチャー解析 
一覧表のフラクチャー方位を表す数値，0°～90°～180°～270°～360°は，それぞれ真

北基準で方位記号 N～E～S～W～N に対応する。 
さらに，読み取ったフラクチャーから，ローズダイアグラム，シュミットネット投影

図，フラクチャー頻度分布図を示した。 
 
ローズダイアグラム 
フラクチャー傾斜方位の 10°ごとの方位分布を示す（円の中心を 0 個，円周上を 100

か 125 個とする）。 
シュミットネット投影図 
フラクチャーの方位（投影方法によりローズダイアグラムとは逆）および傾斜分布

（ポーラ・プロット）又は傾斜頻度（コンターマップ）を示す（円の中心を 0°，円周

上を 90°）。 
フラクチャー頻度分布 

1 m ごとのフラクチャー検出本数を示す。 
BHTV 検層区間を表 8 に示す層区間に分けた。 
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表 8 BHTV 検層区間分け 
HDB-6 HDB-9 

区間 B 深度 130.0～140.0 m 区間 A 深度 24.0～74.0 m 
区間 C1 深度 140.0～166.0 m 区間 B 深度 74.0～138.0 m 
区間 C2 深度 166.0～203.0 m 区間 C 深度 138.0～207.0 m 
区間 C3 深度 203.0～260.0 m 区間 D 深度 207.0～325.0 m 
区間 D 深度 260.0～296.0 m 区間 E1 深度 325.0～339.0 m 
区間 E 深度 296.0～396.0 m 区間 E2 深度 339.0～378.0 m 
区間 F 深度 396.0～510.0 m 区間 E3 深度 378.0～410.0 m 
区間 G 深度 510.0～610.0 m 区間 F 深度 410.0～520.0 m 

HDB-10 HDB-11 
区間 A 深度 25.0～125.0 m 区間 A 深度 152.0～245.0 m 
区間 B1 深度 125.0～145.0 m 区間 B 深度 245.0～360.0 m 
区間 B2 深度 145.0～166.0 m 区間 C 深度 360.0～445.0 m 
区間 B3 深度 166.0～190.0 m 区間 D 深度 445.0～575.0 m 
区間 C1 深度 190.0～211.0 m 区間 E1 深度 575.0～602.0 m 
区間 C2 深度 211.0～228.0 m 区間 E2 深度 602.0～670.0 m 
区間 C3 深度 228.0～255.0 m 区間 F1 深度 670.0～695.0 m 
区間 C4 深度 255.0～290.0 m 区間 F2 深度 695.0～770.0 m 
区間 D 深度 290.0～390.0 m 区間 F3 深度 770.0～790.0 m 
区間 E 深度 390.0～500.0 m 区間 G1 深度 790.0～857.0 m 

     区間 G2 深度 857.0～900.0 m 
     区間 H 深度 900.0～1010.0 m 
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ブレークアウトと縦亀裂の解析 
掘削時の泥水圧によりできたブレークアウト（最小主応力方位）と縦亀裂（インデュ

ースド・フラクチャー，最大主応力方位）が本検層区間で認められた。 
肉眼で検知できたブレークアウトについては，約 1ｍごとの割合で開口方位と開口度

を読み取った（図 8）。また，縦亀裂に対しても同様の割合でその方位を読み取った。 
 

 

Az 

W 

 

図 8  ブレークアウトの開口方位と開口度 
  
EMI 結果との比較 
比抵抗型孔壁画像（EMI）とボアホールテレビュアー（BHTV）の出力画像を比較し，

フラクチャーの深度，傾斜方位，傾斜角の数値から明らかに同一の割れ目を読んだもの

を抽出し，比較したものをまとめた。表中の No.は，EMI と BHTV の読み取り結果に

おける番号をそのまま使用している。深度差・方位差・傾斜差は，BHTV を基準とし

たときの数値（EMI 結果－BHTV 結果）で示している。 
 
 図 9～図 12、表 9～表 11 にデータ記載例を示す。 

Az：ブレ－クアウトの方位 (Azimuth) 
w：ブレ－クアウトの開口度 (Width) 
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図 9 BHTV 検層結果 

 

n = 1,563
max. dens. = 5.96%
min. dens. = 0.00%
Contoursat (%):
0.50, 1.00 1.50, 2.00
2.50, 3.00 3.50, 4.00,
4.50, 5.00
(Multiplesof randomdistribution)

n = 1,563

n = 304(Rank1)

n = 1,035(Rank3)
n = 224(Rank2)

Num total: 1,563

Equal area projection, lower hemisphere

Dip Direction: 10 ° classes

Equal area projection, lower hemisphere

TN

TN

5025 10075 125

TN

ローズダイアグラム

シュミットネット投影図
（下半球投影）

シュミットネット投影図
（下半球投影，コンター表示）

[HDB-9]

 
図 10 ローズダイアグラムとシュミットネット投影図（BHTV） 
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図 11 BHTV 検層解析結果 
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図 12 縦亀裂・ブレークアウト分布図 
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表 9 BHTV 亀裂読み取り一覧表 
No. 深度（m） 方位（°） 傾斜（°） ランク 

1 26.02 340 52 3 

2 26.35 143 54 3 

… … … … … 

1563 515.43 128 64 3 

 
 

表 10 ブレークアウト読み取り一覧表 
No. 深度（m） 開口方位（°） 開口度（°） 開口方位（°） 開口（°） 

1 173.35 184 29   

2 201.07 1 17 166 21 

… … …  … … 

103 495.45 342 53   

 
 

表 11 縦亀裂読み取り一覧表 
No. 深度（m） 分布方位（°） 

1 54.50 141 276 

2 59.00 113 278 

… … … … 

56 483.00 86  
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4.4. 力学試験，物理試験 

 力学試験および物理試験は表 12～表 21 に示す項目・手法にて実施した。また、表 22
に各試験データの記載例を示す。 
 

表 12 実施試験仕様（HDB-1,2 孔） 
試験項目 試験仕様 備考 

物理試験 

空隙率 
ISRM 指針 Vol.1 2 章 第 1編「含水比、

間隙率、密度、吸水性等の試験法の指

針」 

一軸圧縮試験供試体近傍

から採取した不定形試料

で実施 

含水量・含水比 

密度（湿潤・自然・乾燥） 

単位体積重量 

ISRM 指針 Vol.1 2 章 第 1編「含水比、

間隙率、密度、吸水性等の試験法の指

針」寸法：φ50or35mm×高さ 100or70mm 

キャリパー（ノギス）法。

一軸圧縮試験用供試体で

実施。 

スレーキング試験 

ISRM 指針 Vol.1 2 章 第 2編「膨張性、

耐スレーキング性指数の試験法の指

針」 

 

吸水膨張試験 ISRM 指針 Vol.1 2 章 第 2編「膨張性、

耐スレーキング性指数の試験法の指

針」寸法：φ60 ㎜×高さ 20 ㎜ 

 

膨張圧試験  

弾性波速度試験 

ISRM 指針 Vol.1 3 章「岩石の弾性波速

度測定法の指針」φ50or35 ㎜×高さ

100or70mm 

一軸圧縮試験用供試体で

実施。 

力学試験 

一軸圧縮試験 
「JIS MO302 岩石の圧縮強さ試験法」

寸法：φ50or35mm×高さ 100or70mm 

1 シリーズ 3供試体 

静ポアソン比も測定。 

圧裂引張試験 
「JIS MO303 岩石の引張強さ試験法」

寸法：φ50mm×高さ 100mm 
1 シリーズ 1供試体 
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表 13 実施試験仕様（HDB-3 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空隙率 
ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試験

法の指針」の浮力法 HDB-3 : 50m 毎，鉛直 3 供試

体  

含水量・含水比 

密度 (湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試験

法の指針」キャリパー法 

弾性波(P 波・S波) 

伝播速度 

ISRM 指針 vol.2, 3 章「岩石の弾性波速度

測定法の指針」の透過法, 地盤工学会基準 

JGS 2110「パルス透過法による岩石の超音

波速度測定方法」 

HDB-3 : 50m 毎，鉛直 3 供試

体，水平 6供試体  

スレーキング試験 
ISRM 指針 vol.1, 2 章第 2 編 「膨潤性，

耐スレーキング性指数の試験法の指針」 

HDB-3 : 50m 毎，2供試体 吸水膨張試験 
ISRM 指針 vol.1, 2 章第 2 編 「膨潤性，

耐スレーキング性指数試験法の指針」 

膨潤圧試験 
ISRM 指針 vol.1, 2 章第 2 編 「膨潤性，

耐スレーキング性指数試験法の指針」 

力学試験 

一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮強

さ試験方法」，地盤工学会規定 JGS 2521 

「岩石の一軸圧縮試験方法」 

HDB-3 : 50m 毎，鉛直 3 供試

体，水平 6供試体  

圧裂引張試験 
日本工業規格 JIS M 0303  

「岩石の引張強さ試験方法」 

HDB-3 : 50m 毎，鉛直 3 供試

体，水平 6供試体  

 
表 14 実施試験仕様（HDB-4 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空隙率 
ISRM指針 vol.1, 2章第1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試験

法の指針」の浮力法 
HDB-4 : 50m毎，鉛直1供試体 

含水量・含水比 

密度 (湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM指針 vol.1, 2章第1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試験

法の指針」キャリパー法 

弾性波(P波・S波) 

伝播速度 

ISRM指針 vol.2, 3章「岩石の弾性波速度

測定法の指針」の透過法, 地盤工学会基準 

JGS 2110「パルス透過法による岩石の超音

波速度測定方法」 

HDB-4 : 50m毎，鉛直1供試体 

力学試験 

一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮強

さ試験方法」，地盤工学会規定JGS 2521 「岩

石の一軸圧縮試験方法」 

HDB-4 : 50m毎，鉛直1供試体 

圧裂引張試験 
日本工業規格JIS M 0303  

「岩石の引張強さ試験方法」 
HDB-4 : 50m毎，鉛直1供試体 

 
 

- 22 -

JAEA-Data/Code 2015-021



表 15 実施試験仕様（HDB-5 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空隙率 
ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」の浮力法 HDB-5 : 50m 毎，鉛直 1供

試体  

含水量・含水比 

密度 (湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」キャリパー法 

弾性波(P 波・S波) 

伝播速度 

ISRM 指針 vol.2, 3 章「岩石の弾性波速

度測定法の指針」の透過法, 地盤工学会

基準 JGS 2110「パルス透過法による岩

石の超音波速度測定方法」 

HDB-5 : 50m 毎，鉛直 1供

試体 

力学試験 

一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮

強さ試験方法」，地盤工学会規定JGS 2521 

「岩石の一軸圧縮試験方法」 

HDB-5 : 50m 毎，鉛直 1供

試体 

圧裂引張試験 
日本工業規格 JIS M 0303  

「岩石の引張強さ試験方法」 

HDB-5 : 50m 毎，鉛直 1供

試体 

 
表 16 実施試験仕様（HDB-6 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空 隙 率 
ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」の浮力法 

HDB-6:12 試料 

3 供試体×10 深度  

含水量・含水比 

密度(湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，水性等の試験

法の指針」キャリパー法 

弾性波(P 波・S波) ISRM 指針 vol.2, 3 章「岩石の弾性波速

度測定法の指針」の透過法, 地盤工学会

基準 JGS 2110「パルス透過法による岩

石の超音波速度測定方法」 

3 供試体×10 深度 

伝播速度 

力学試験 

一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮

強さ試験方法」，地盤工学会規定 JGS 

2521 「岩石の一軸圧縮試験方法」 

鉛直 3供試体×10 深度 

圧裂引張試験 
日本工業規格 JIS M 0303 「岩石の引張

強さ試験方法」 
鉛直 3供試体×10 深度 
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表 17 実施試験仕様（HDB-7 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空隙率 

ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編「含水比，

間隙率，密度，吸水性等の試験法の指針」

の浮力法 
3 供試体×10 深度  

含水量・含水比 

密度(湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編「含水比，

間隙率，密度，吸水性等の試験法の指針」

キャリパー法 

弾性波(P 波・S波) 伝播

速度 

ISRM 指針 vol.2, 3 章「岩石の弾性波速

度測定法の指針」の透過法, 地盤工学会

基準 JGS 2110「パルス透過法による岩

石の超音波速度測定方法」 

3 供試体×10 深度 

力学試験 一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮

強さ試験方法」，地盤工学会規定 JGS 

2521 「岩石の一軸圧縮試験方法」 

鉛直 3供試体×10 深度 

（追加試験） 

試験中のビデオ撮影 1

回（深度 200ｍ試料） 

 
 

表 18 実施試験仕様（HDB-8 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空隙率 
ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の

試験法の指針」の浮力法 
3 供試体×9深度  

含水量・含水比 

密度(湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1, 2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の

試験法の指針」キャリパー法 

弾性波(P 波・S波) 
ISRM 指針 vol.2, 3 章「岩石の弾性波

速度測定法の指針」の透過法, 地盤工

学会基準 JGS 2110「パルス透過法によ

る岩石の超音波速度測定方法」 

3 供試体×10 深度 

伝播速度 

力学試験 一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧

縮強さ試験方法」，地盤工学会規定 JGS 

2521 「岩石の一軸圧縮試験方法」 

鉛直 3供試体×10 深度 
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表 19 実施試験仕様（HDB-9 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空 隙 率 ISRM 指針 vol.1,2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」の浮力法 

岩石の密度試験「JGS 2132-2000」地盤

工学会基準 

1 孔×3供試体×10 深度 
含水量・含水比 

密度(湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1,2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」キャリパー法 

1 孔×3供試体×10 深度 

1 孔×3 供試体×2（異なる

飽和水による試験） 

弾性波(P 波・S波) 

伝播速度 

ISRM 指針 vol.2,3 章「岩石の弾性波速

度測定法の指針」の透過法, 地盤工学会

基準 JGS 2110「パルス透過法による岩

石の超音波速度測定方法」 

1 孔×3供試体×10 深度 

1 孔×3 供試体×2（異なる

飽和水による試験） 

力学試験 

一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮

強さ試験方法」，地盤工学会規定JGS 2521 

「岩石の一軸圧縮試験方法」 

1 孔×3供試体×10 深度 

1 孔×3 供試体×2（異なる

飽和水による試験） 

圧裂引張試験 
日本工業規格 JIS M 0303 「岩石の引張

強さ試験方法」 
1 孔×3供試体×10 深度 

 
 

表 20 実施試験仕様（HDB-10 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空 隙 率 ISRM 指針 vol.1,2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」の浮力法 

岩石の密度試験「JGS 2132-2000」地盤

工学会基準 

1 孔×3供試体×10 深度 
含水量・含水比 

密度(湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1,2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」キャリパー法 

1 孔×3供試体×10 深度 

1 孔×3供試体×2（異なる飽

和水による試験） 

弾性波(P 波・S波) 

伝播速度 

ISRM 指針 vol.2,3 章「岩石の弾性波速度

測定法の指針」の透過法, 地盤工学会基

準 JGS 2110「パルス透過法による岩石の

超音波速度測定方法」 

1 孔×3供試体×10 深度 

1 孔×3 供試体×2（異なる

飽和水による試験） 

力学試験 

一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮

強さ試験方法」，地盤工学会規定 JGS 2521 

「岩石の一軸圧縮試験方法」 

1 孔×3供試体×10 深度 

1 孔×3 供試体×2（異なる

飽和水による試験） 

圧裂引張試験 
日本工業規格 JIS M 0303 「岩石の引張

強さ試験方法」 
1 孔×3供試体×10 深度 
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表 21 実施試験仕様（HDB-11 孔） 

試験項目 試験基準 備考 

物理試験 

空 隙 率 
ISRM 指針 vol.1,2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」の浮力法 

1 孔×3供試体×20 深度 含水量・含水比 

密度(湿潤，自然，乾燥) 

単位体積重量 

ISRM 指針 vol.1,2 章第 1編 

「含水比，間隙率，密度，吸水性等の試

験法の指針」キャリパー法 

1 孔×3供試体×20 深度 

1孔×3供試体×2飽和水  

弾性波(P 波・S波) 

伝播速度 

ISRM 指針 vol.2,3 章「岩石の弾性波速

度測定法の指針」の透過法, 地盤工学会

基準 JGS 2110「パルス透過法による岩

石の超音波速度測定方法」 

1 孔×3供試体×10 深度 

1孔×3供試体×2飽和水  

力学試験 

一軸圧縮試験 

日本工業規格 JIS M 0302 「岩石の圧縮

強さ試験方法」，地盤工学会規定 JGS 

2521 「岩石の一軸圧縮試験方法」 

1 孔×3供試体×10 深度 

1孔×3供試体×2飽和水  

圧裂引張試験 
日本工業規格 JIS M 0303 「岩石の引張

強さ試験方法」 
1 孔×3供試体×10 深度 
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表 22 力学試験・物理試験結果（記載例） 
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付録 1：調査結果（CD） 

 

Ⅰ：地質記載情報 

├─①岩芯記載 

├─②コア写真 

├─③EMI 

└─④BHTV 

 

Ⅱ：力学・物理試験データ 
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付録 2：ボーリング調査結果概要 
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HDB-1孔　ボーリング調査結果概要

P波 （検層）
S波 （検層）

P波 （室内試験）
S波 （室内試験）

1回目
2回目
3回目

0.50.0 1.0-0.5 1.00.5 1.50.0
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HCO3
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2-Ca2+

SO4
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HCO3
- とCO3

2- の分析は実施していない.
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速度
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[S m-1]
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透水係数
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水頭
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水質分析
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HDB-2孔　ボーリング調査結果概要

0.40.2 0.60.0 1.00.5 1.50.0

揚水量

= 33.3 [L min-1]

揚水量

= 0.32 [L min-1]
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電気伝導度
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- とCO3

2- の分析は実施していない.

JAEA-Data/Code 2015-021

- 33 ～ 34 -



4.00

20"

53.50
54.40

17-1/2"

13-3/8"

314.60
415.90

8-1/2"

7"

518.64

6-1/4"

4-1/2"

270.54
(liner hanger)

0 10 20 30
0 1,000 2,000 3,000 32101.0 1.5 2.0 2.5 10-11 10-9 10-7 10-5 10-3 -50 0 500 20 40 60400

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

0 20 40 60 80 100

426.05

520

158.33
163.57

4.00
9.80

503.63

0

-100

-200

-300

-400

-462

座標 X:4988229.855m, Y:567524.238m, Z:58.192m(座標系：GRS80, Zone54N)

4020 600

HDB-3孔　ボーリング調査結果概要

0.40.2 0.60.0 3015 450

揚水量

= 1.8 [Lmin-1]

揚水量

= 3.2 [L min-1]

自然状態（1回目）
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HDB-4孔　ボーリング調査結果概要

20 4-2 105 150

揚水量

= 12.0 [Lmin-1]

揚水量

= 21.3 [L min-1]

大気中で抽出した間隙水
不活性雰囲気下で抽出した間隙水
地下水

600600 0
Cl-Na++K+

HCO3
-+CO3

2-Ca2+
SO4

2-Mg2+

陰イオン (meq l-1)陽イオン (meq l-1)

海水

水質分析水理試験

透水係数
[m s-1]

透水量係数
[m2 s-1]

水頭
[GL+m]

粉末X線
回折分析

検層

室内試験

P波 （検層）
S波 （検層）

P波 （室内試験）
S波 （室内試験）

1回目
2回目

X
Y

割れ目頻度
[N m-1]

割れ目総数
[N]

ケーシング
プログラム

[inch]
孔径
[mm]

温度検層 中性子検層 密度検層 音波検層

温度
[℃]

中性子
空隙率
[%]

密度
[g cm-3]

速度
[km s-1] 一軸圧縮強度

[MPa]
自然状態（1回目）
自然状態（2回目）
揚水状態（1回目）
揚水状態（2回目）

フローメータ検層

流速
[m min-1]

電気伝導度
[S m-1]

珪藻質
泥岩

珪質
泥岩

珪藻質泥岩
＆

珪質泥岩
124.35

JAEA-Data/Code 2015-021

- 37 ～ 38 -



4.00

20"

52.95
54.00

17-1/2"

13-3/8"

271.10
274.50

8-1/2"

7"

518.40

6-1/4"

4-1/2"

238.19
(liner hanger)

0 10 20 30
0 1,000 2,000 3,000 32101.0 1.5 2.0 2.5 10-11 10-9 10-7 10-5 10-3 -50 0 500 20 40 60400

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

0 20 40 60 80 100

4.00

99.95

520

0

-100

-200

-300

-400

-441

座標 X:4988811.806m, Y:569278.059m, Z:78.768m(座標系：GRS80, Zone54N)

4020 600

HDB-5孔　ボーリング調査結果概要
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HDB-6孔　ボーリング調査結果概要
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HDB-7孔　ボーリング調査結果概要

1.00.5 1.50.0

揚水量
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0.40.2 0.60.0

揚水量

= 0.67 [L min-1]

揚水量

= 6.9 [L min-1]

揚水量

= 7.1 [L min-1]

0.40.2 0.60.0

大気中で抽出した間隙水
不活性雰囲気下で抽出した間隙水
地下水

600600 0
Cl-Na++K+

HCO3
-+CO3

2-Ca2+
SO4

2-Mg2+

陰イオン (meq l-1)陽イオン (meq l-1)

海水

水質分析水理試験

透水係数
[m s-1]

透水量係数
[m2 s-1]

水頭
[GL+m]

粉末X線
回折分析

検層

室内試験

P波 （検層）
S波 （検層）

P波 （室内試験）
S波 （室内試験）

1回目
2回目
3回目

X
Y

割れ目頻度
[N m-1]

割れ目総数
[N]

ケーシング
プログラム

[inch]
孔径
[mm]

温度検層 中性子検層 密度検層 音波検層

温度
[℃]

中性子
空隙率
[%]

密度
[g cm-3]

速度
[km s-1] 一軸圧縮強度

[MPa]
自然状態（1回目）
自然状態（2回目）
揚水状態（1回目）
揚水状態（2回目）

フローメータ検層

流速
[m min-1]

電気伝導度
[S m-1]

珪藻質
泥岩

珪質
泥岩

珪藻質泥岩
＆

珪質泥岩
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21 30 21 30

1st
2nd
3rd

揚水量

= 16.2 [Lmin-1]

揚水量

= 0.21 [L min-1]

大気中で抽出した間隙水
不活性雰囲気下で抽出した間隙水
地下水

600600 0
Cl-Na++K+

HCO3
-+CO3

2-Ca2+
SO4

2-Mg2+

陰イオン (meq l-1)陽イオン (meq l-1)

海水

水質分析水理試験

透水係数
[m s-1]

透水量係数
[m2 s-1]

水頭
[GL+m]

粉末X線
回折分析

検層

室内試験

P波 （検層）
S波 （検層）

P波 （室内試験）
S波 （室内試験）

1回目
2回目
3回目

X
Y

割れ目頻度
[N m-1]

割れ目総数
[N]

ケーシング
プログラム

[inch]
孔径
[mm]

温度検層 中性子検層 密度検層 音波検層

温度
[℃]

中性子
空隙率
[%]

密度
[g cm-3]

速度
[km s-1] 一軸圧縮強度

[MPa]
自然状態（1回目）
自然状態（2回目）
揚水状態（1回目）
揚水状態（2回目）

フローメータ検層

流速
[m min-1]

電気伝導度
[S m-1]

珪質
泥岩
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21 30 63 90

揚水量

= 3.83 [L min-1]

揚水量

= 1.23 [L min-1]

揚水量

= 15.9 [L min-1]

大気中で抽出した間隙水
不活性雰囲気下で抽出した間隙水
地下水

600600 0
Cl-Na++K+

HCO3
-+CO3

2-Ca2+
SO4

2-Mg2+

陰イオン (meq l-1)陽イオン (meq l-1)

海水

水質分析水理試験

透水係数
[m s-1]

透水量係数
[m2 s-1]

水頭
[GL+m]

粉末X線
回折分析

検層

室内試験

P波 （検層）
S波 （検層）

P波 （室内試験）
S波 （室内試験）

1回目
2回目
3回目

X
Y

割れ目頻度
[N m-1]

割れ目総数
[N]

ケーシング
プログラム

[inch]
孔径
[mm]

温度検層 中性子検層 密度検層 音波検層

温度
[℃]

中性子
空隙率
[%]

密度
[g cm-3]

速度
[km s-1] 一軸圧縮強度

[MPa]
自然状態（1回目）
自然状態（2回目）
揚水状態（1回目）
揚水状態（2回目）

フローメータ検層

流速
[m min-1]

電気伝導度
[S m-1]

珪藻質
泥岩

珪質
泥岩

珪藻質
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揚水量

= 1.00 [L min-1]

揚水量
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揚水量
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大気中で抽出した間隙水
不活性雰囲気下で抽出した間隙水
地下水

600600 0

Cl-Na++K+
HCO3

-+CO3
2-Ca2+

SO4
2-Mg2+

陰イオン (meq l-1)陽イオン (meq l-1)

海水

水質分析水理試験

透水係数
[m s-1]

透水量係数
[m2 s-1]

水頭
[GL+m]

粉末X線
回折分析

検層

室内試験

P波 （検層）
S波 （検層）

P波 （室内試験）
S波 （室内試験）

1回目
2回目
3回目

X
Y

割れ目頻度
[N m-1]

割れ目総数
[N]

ケーシング
プログラム

[inch]
孔径
[mm]

温度検層 中性子検層 密度検層 音波検層

温度
[℃]

中性子
空隙率
[%]

密度
[g cm-3]

速度
[km s-1] 一軸圧縮強度

[MPa]
自然状態（1回目）
揚水状態（1回目）
揚水状態（3回目）
揚水状態（5回目）
揚水状態（7回目）

流速
[m min-1]

電気伝導度
[S m-1]

フローメータ検層 電気伝導度検層
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泥岩
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）

乗数 名称 名称記号 記号乗数




